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1. はじめに 

1.1. 本説明書の定義 

本説明書はカーボンニュートラル施策推進支援システムの操作手順を示したものです。 

本説明書は準備編、解析編、活用編から構成され、準備編ではシステムの入力データを用意する方法を、

解析編ではシステムを操作し、解析等を実行する方法を、活用編ではシステムの出力データの活用方法に

ついて記載しています。 

 

1.2. システムの機能 

カーボンニュートラル施策推進支援システムの機能は以下のとおりです。 

【① 解析・シミュレーション】 

⚫ 日射量推計機能：建物の屋根面、土地面ごとの特定日・月間・年間日射量を推計します。推計に

当たり、可照時間や日照時間といった気象データと 3D 都市モデルから算出した屋根の傾斜・方

位角、土地の形状を利用し、日照率・傾斜・方位条件による補正を行います。 

⚫ 発電ポテンシャル推計機能：建物ごと、土地面ごとの特定日・月間・年間発電量を推計します。

JIS C 8907「太陽光発電システムの発電電力量推定方法」（2005 年）を参照し、以下の式で算出

します。 

𝑬𝑷𝒀 = 𝑷 ∗ 𝐇𝐀𝐘 ∗ 𝐊𝐏𝐘 ∗ 𝟏/𝐆𝐒    

EPY：予測発電量（kWh/年）、 P：設置可能システム容量（推定）（kW）、  

HAY：予測日射量（kWh/𝑚2・年）、GS：標準試験条件による日射強度（kW・𝑚2） 

KPY：基本設計係数 0.88 (有識者へのヒアリングを基に設定した REPOS での値を活用) 

⚫ 反射シミュレーション機能：建物、土地単位（パネルごと）の反射シミュレーションを実施し、

建物に当たる反射光（反射点・到達点）を抽出します。アルゴリズムは国土交通省近畿地方整備

局研究発表会論文集に掲載された U2076A 「太陽光発電における光害検討の簡易化手法につい

て」（2020 年、近畿地方整備局）を活用します。 

⚫ 光害発生時間推計機能：建物、土地単位の光害発生時間を推計します。夏至、冬至、春分の各 3

日間について 1 時間ごとに太陽光発電パネルに太陽光が入射する場合の反射光を計算します。そ

の反射光が、他の建物に到達するかどうかを判定し、到達した総時間を光害発生時間とします。

複数建物に対して光害が発生した場合、それらの建物ごとの光害発生時間を総計するため、24 時

間を超える場合があります。 

 

【② 適地判定・集計】 

⚫ 集計機能 : 選択した範囲（エリア）内の予測日射量、予測発電量、予測光害発生時、適地判定結

果、下記パネル設置適地判定機能により付与した優先度ランク別の建物数を集計します。 

⚫ パネル設置適地判定機能：選択した範囲（エリア）において、解析・シミュレーション機能で出
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力した解析結果を読み込んで日射量推計値を集計、あらかじめ設定した判断条件（災害リスク・

パネル設置基準）と比較し、エリア内の建物の優先度ランクを判定します。 

 

1.3. 動作環境 

カーボンニュートラル施策推進支援システムの動作環境は以下のとおりです。 

本システムは Windows の PC で利用可能な GUI を持つアプリケーションです。 

 

項目 動作環境 推奨環境 

OS Microsoft Windows 10 又は 11 Microsoft Windows 10 又は 11 

CPU Intel® Core™ i5 以上 Intel® Core™ i7 以上 

メモリ 8GB 以上 16GB 以上 

デ ィ ス プ

レ イ 解 像

度 

1024×768 以上 1024×768 以上 

ネ ッ ト ワ

ーク 

範囲選択機能を使用しない場合はネットワーク環境不要。 

範囲選択機能を使用する場合は、以下のホームページを閲覧可能なネットワーク環境が必

要。 

国土地理院 地理院地図  

URL：http:/cyberjapandata.gsi.go.jp 

 

範囲選択機能では、地図表示のため、以下の標準地図を参照します。 

URL：https:/cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png 

{x}：タイル座標の X 値 

{y}：タイル座標の Y 値 

{z}：ズームレベル 

なお、上記はシステムが参照する URL です。 

 

詳しい解説は以下をご覧ください。 

国土地理院 地理院地図 地理院タイルについて 

URL：https://maps.gsi.go.jp/development/siyou.html#siyou-url 

 

  

http://cyberjapandata.gsi.go.jp/
https://maps.gsi.go.jp/development/siyou.html%23siyou-url
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1.4. 画面構成 

カーボンニュートラル施策推進支援システムの主な画面構成は以下のとおりです。 

1.4.1. トップ画面 
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1.4.2. 解析・シミュレーション画面 
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1.4.3. 適地判定・集計画面 
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2. 準備編 

2.1. フォルダー構成 

本説明書で利用するフォルダーは、以下のとおりです。以降の各項で示す手順に沿って、各フォルダーを

作成していきます。本説明書では操作説明を分かりやすくするためにフォルダー名を具体的に指定して

いますが、任意の構成、名称を設定することが可能です。 

 

 

  

カーボンニュートラル施策推進支援：ルートフォルダー 

 ── 01_システム実行ファイル 

 ── 02_入力データ 

      ── 01_CityGML 

        ∟ 27100_osaka-shi_city_2022_citygml_3_op 

      ── 02_可照時間 

        ∟可照時間_大阪市_****.csv 

      ──03_平均日照時間 

        ∟日照時間_大阪_YYYYMM_YYYYMM.csv 

      ──04_積雪深 

        ∟積雪深_**年_大阪地点.csv 

      ──05_土地範囲指定データ 

         ∟***.shp… 

      ──06_気象関連データ（積雪） 

         ∟***.shp… 

      ──07_制限区域データ 

        ∟景観整備地区.shp… 

 ── 03_解析結果 

      ∟解析_YYYYMMDDhhmm 

 ── 04_適地判定結果 

      ∟適地判定_YYYYMMDDhhmm 

 ── 05_QGIS 

      ∟ 01_ダウンロード 

      ∟ その他 
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フォルダー名 内容 

01_システム実行ファイル システム実行ファイル一式を格納 

02_入力データ 
 

 ∟01_CityGML CityGML データを格納（CityGML 形式ほか） 

 ∟02_可照時間 可照時間データを格納（CSV 形式） 

 ∟03_平均日照時間 日照時間データを格納（CSV 形式） 

 ∟04_積雪深 積雪深データを格納（CSV 形式） 

 ∟05_土地範囲指定データ 土地範囲データを格納（シェープファイル形式） 

 ∟06_気象関連データ（積雪） 気象関連データを格納（シェープファイル形式） 

 ∟07_制限区域データ 制限区域データを格納（シェープファイル形式） 

03_解析結果 解析処理結果を蓄積 

04_適地判定結果 適地判定結果を蓄積 

05_QGIS 解析結果の活用時に使用するシステムやデータを格納 

 

2.2. システムのダウンロード 

本説明書では C ドライブ以下に環境を準備します。 

① 「OS（C:）」に「カーボンニュートラル施策推進支援」フォルダーを作成します。 

② 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援」に「01_システム実行ファイル」フォルダーを作成し

ます。 

③ アプリケーション（SolarPotentialExe.zip）をダウンロードします。 

URL：https://github.com/AAS-BasicSystemsDevelopmentDept/SolarPotential 

④ ダウンロード後、zip ファイルを右クリックし、「すべて展開」を選択し、zip ファイルを展開する

と、「SolarPotential」フォルダーが生成されます。「SolarPotential」フォルダーにシステム実行

ファイル一式が格納されています。 

⑤ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル」に、「SolarPotential」フォ

ルダーをコピー又は移動します。 

https://github.com/AAS-BasicSystemsDevelopmentDept/SolarPotential
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⑥ ダウンロードしたシステム実行ファイルは i-UR3.1 を利用した CityGML（3D 都市モデル標準製

品仕様書 第 4.X 版）に対応しています。CityGML が i-UR3.0 を利用している（3D 都市モデル標

準製品仕様書 第 3.X 版のデータである）場合は、実行ファイルの配下の以下のファイルをテキス

トエディタで開き、赤字で示す名前空間のパスを編集してください。 

編集するファイル：SolarPotentialExe\Assets\CityGMLNameSpaces.txt 

 

※CityGML(v3.1)：i-UR3.1 を利用した CityGML（3D 都市モデル標準製品仕様書 第 4.X 版） 

  

⑤ 

①② 

# 本システムで使用する CityGML の名前空間 

# 対応データバージョン：CityGML(v3.1) 

xmlns='http://zgate.gsi.go.jp/ch/jmp/' 

xmlns:core='http://www.opengis.net/citygml/2.0' 

xmlns:bldg='http://www.opengis.net/citygml/building/2.0' 

xmlns:gen='http://www.opengis.net/citygml/generics/2.0' 

xmlns:gml='http://www.opengis.net/gml' 

xmlns:app='http://www.opengis.net/citygml/appearance/2.0' 

xmlns:uro='https://www.geospatial.jp/iur/uro/3.1' 

xmlns:dem='http://www.opengis.net/citygml/relief/2.0' 

xmlns:tran='http://www.opengis.net/citygml/transportation/2.0' 

xmlns:wtr='http://www.opengis.net/citygml/waterbody/2.0' 

xmlns:urf='https://www.geospatial.jp/iur/urf/3.1' 

コピー又は移動します 



12 

2.3. 入力データ一覧 

本システムでは、 以下のデータを使用します。 

 

No. データ名 用途 入手先／設定方法 

1 3D都市モデル 

（CityGML） 

全般 G 空間情報センター3D 都市モデル(Project PLATEAU)ポータルサイトか

ら取得（https://front.geospatial.jp/plateau_portal_site/） 

データをダウンロードし、格納フォルダーパスを指定 

2 可照時間 日 射 量

の推計 

国立天文台 こよみの計算 Web ページから取得 

（https:/eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi） 

CSV ファイルを作成し、ファイルパス指定 

3 平均日照時間 日 射 量

の推計 

気象庁 過去の気象データ・ダウンロードから取得 

（https:/www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php） 

CSV ファイルを作成し、ファイルパス指定 

4 積雪深 日 射 量

の推計 

NEDO 日射量データベース閲覧システム METPV-20 から取得 

（https:/appww2.infoc.nedo.go.jp/appww/metpv_map.html） 

CSV ファイルを作成し、ファイルパス指定 

5 土地範囲指定

データ 

解 析 エ

リ ア 指

定 

シェープファイルパス指定 

6 気象関連デー

タ（積雪） 

パ ネ ル

適 地 判

定 

国土数値情報の平均値（気候）メッシュから取得 

（https:/nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html） 

シェープファイルパス指定 

7 制限区域デー

タ 

パ ネ ル

適 地 判

定 

シェープファイルパス指定 

 

  

https://front.geospatial.jp/plateau_portal_site/
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
https://appww2.infoc.nedo.go.jp/appww/metpv_map.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
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2.4. 入力データの用意 

2.4.1. 3D 都市モデル（CityGML） 

解析・シミュレーション機能では、 3D 都市モデル（CityGML）を使用します。 

3D 都市モデルは、G 空間情報センターからデータを取得します。 

URL：G 空間情報センター ｜ 3D 都市モデル(Project PLATEAU) ポータルサイト 

① G 空間情報センターの 3D 都市モデル(Project PLATEAU)ポータルサイトに接続します。 

 

 

② ページを下にスクロールして対象の都市を探します。都市名の横の年度をクリックします。（こ

こでは大阪市のページを例に示しています。） 

 

  

クリックします 

 

https://front.geospatial.jp/plateau_portal_site/


14 

③ 「3D 都市モデル（Project PLATEAU）都市名（202X 年度）」のページが表示されます。（ここで

は大阪市のページを例に示しています。） 

 
 

④ 下の方へスクロールし、「CityGML（v3）」の詳細＞ダウンロードからデータをダウンロードしま

す。 

※G 空間情報センターにおいて、CityGML（v3）は 3D 都市モデル標準製品仕様書 第 3.X 版に

準拠したデータを指します。 

 

 

 

  

クリックします 
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⑤ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援」に「02_入力データ」フォルダーを作成します。 

⑥ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「01_CityGML」フォルダーを作

成します。 

⑦ ダウンロードした「27100_osaka-shi_city_2022_citygml_3_op.zip」を「C:\カーボンニュートラ

ル施策推進支援\02_入力データ\01_CityGML」にコピー又は解凍します。 

 

 

  

コピー又は移動し、解凍します 

⑤⑥ 

⑦ 

「27100_osaka-shi_city_2022_citygml_3_op」フォルダー構成イメージ 
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2.4.2. 国立天文台 可照時間 

解析・シミュレーション機能では、可照時間（CSV）を使用します。 

可照時間は、国立天文台 こよみの計算 Web ページから 1 年分のデータを取得します。 

URL：https:/eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi 

 

① 国立天文台 こよみの計算 Web ページに接続し、計算日時を「2022 年 1 月 1 日 0 時 0 分」に変

更します。 

※システムでは、解析年月日を任意に設定できます。 

② テキストボックス内の数値を「1 日ごとに 365 日間調べる」に設定します。 

 

 

① 

② 

https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
https://eco.mtk.nao.ac.jp/cgi-bin/koyomi/koyomix.cgi
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③ 計算地点>指定方法>「市町村名を検索する」を選択します。 

（メイン画面が「市町村名を検索する」に切り替わります） 

④ 「市町村名を入力して調べる」に「大阪市」を入力します。 

⑤ Enter 又は「検索開始」ボタンをクリックします。 

⑥ 検索結果の大阪市役所の「反映」ボタンをクリックします。 

⑦ 計算地点に「大阪市（大阪府）」が表示されます。 

 

 

③ 

④ 

大阪市 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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⑧ 計算内容>日の出入り・南中時の「Go」ボタンをクリックします。 

 

  

⑧ 
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⑨ メイン画面に表示された日の出入りの計算結果を選択コピーし、CSV ファイルとして保存します。

「大阪市（大阪府）」から「2022/12/31…242.2」までをコピーします。 

 

 
 

  

コピーの範囲 

⑨ 
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⑩ Excel を開き、コピーした情報をセルに貼り付けます。 

 

 

  

⑩ 

※CSV 形式で保存を行うため、貼り付けのオプションは、「元の書式を保持」、「貼り付け先の書式

に合わせる」どちらでも問題ありません。 
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⑪ 「ファイル」>「名前を付けて保存」をクリックします。 

⑫ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「02_可照時間」フォルダーを作成

します。 

⑬ 「可照時間_都市名_年度」（例：「可照時間_大阪市_2022」）のファイル名で保存します。 

⑭ ファイルの種類は「CSV（コンマ区切り）（*.csv）」を指定します。文字コードを「Shift_JIS」に

してください。（「CSV UTF-8（コンマ区切り）（*.csv）」を指定しないでください。） 

 
 

文字コードは「名前を付けて保存」画面下方の「ツール(L)▼」から「Web オプション(W)」を選択し、

Web オプション画面で「日本語（シフト JIS）」を選択してください。 

 

可照時間_大阪市_2022（.csv） 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑪ 
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2.4.3. 気象庁 平均日照時間 

解析・シミュレーション機能では、平均日照時間（CSV）を使用します。 

可照時間は、「気象庁 過去の気象データ・ダウンロード」ページからデータを取得します。 

URL：https:/www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php 

 

① 検索条件＞「地点を選ぶ」を選択します。 

② 地図上から「大阪」を選択します。 

 

  

① 

② 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
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③ 表示された大阪府内の観測地点から「大阪」をクリックします。 

④ 選択された地点に「大阪」が追加されます。 

 

 
 

⑤ 検索条件＞「項目を選ぶ」を選択します。 

⑥ 「データの種類」＞「月別値」を選択します。 

⑦ 項目の「日照/日射」タブから「日照時間の月合計」を選択します。 

 
 

  

③ 

④

」 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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⑧ 検索条件＞「期間を選ぶ」を選択します。 

⑨ 「連続した期間で表示する」を選択し、プルダウンから「2010 年 1 月から 2022 年 12 月」を選

択します。期間設定は最低 1 年分（1 月から 12 月まで）を選択するようにしてください。 

⑩ 検索条件＞「表示オプションを選ぶ」を選択します。 

 

⑪ 「利用上注意が必要なデータの扱い」＞「値を表示（格納）する。ただし利用上注意が必要なこ

とを示す情報をつける。」を選択します。 

⑫ 「観測環境などの変化の前後で、値が不均質となったデータの扱い」＞「観測環境などの変化に

かかわらず、すべての期間の値を表示（格納）する。ただしデータの不均質を示す情報をつける。」

を選択します。 

⑬ 「ダウンロード CSV ファイルのデータ仕様」＞「すべて数値で格納（現象あり・なし情報、品質

情報は数値で格納）」を選択します。日付の形式は、「年月日などに分けて格納」を選択します。 

⑭ 「CSV ファイルをダウンロード」をクリックします。 

 

⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑩ 
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⑮ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「03_平均日照時間」フォルダーを

作成します。 

⑯ 「日照時間_大阪_201001_202212」のファイル名で保存します。 

※CSV ファイルをダウンロード時、ブラウザの設定によって、固定のフォルダー内にダウンロードされ

る場合があります。 

その場合は、ダウンロードデータを「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\03_平均日

照時間」 に移動し、ファイル名を「日照時間_大阪_201001_202212.csv」にリネームしてください。 

 

 

  

コピー又は移動し、リネームします 

⑮ 

⑯ 
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2.4.4. NEDO 積雪深 ※任意データ 

解析・シミュレーション機能では、任意データとして積雪深（CSV）を使用できます。 

積雪深は、NEDO 日射量データベース閲覧システム METPV-20 からデータを取得します。 

URL：https:/appww2.infoc.nedo.go.jp/appww/metpv_map.html 

 

① 「METPV-20」のタブを選択します。 

② 地図上又はエリア・地点のリストから「大阪府大阪」を選択します。 

③ 「この地点のグラフを表示」をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

③

」 

② 

https://appww2.infoc.nedo.go.jp/appww/metpv_map.html
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④ 「表示データ選択」＞「水平面」を選択します。 

⑤ 「表示要素」＞「平均年」を選択します。 

⑥ 「一年分のデータをダウンロード」をクリックします。 

⑦ 「データのダウンロード」画面で「csv 形式」を選択します。 

⑧ 「OK」をクリックします。 

 

 

  

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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⑨ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「04_積雪深」フォルダーを作成し

ます。 

⑩ 「積雪深_平均年_大阪地点」のファイル名で保存します。 

※CSV ファイルをダウンロード時、ブラウザの設定によって、固定のフォルダー内にダウンロードされ

る場合があります。 

その場合は、ダウンロードデータを「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\04_積雪深」

に移動して、ファイル名を「積雪深_平均年_大阪地点」にリネームしてください。 

 

 

 

2.4.5. 土地範囲指定データ ※任意データ 

解析・シミュレーション機能では、任意データとしてシミュレーション対象とする土地範囲（シェープフ

ァイル）を指定できます。 

 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「05_土地範囲指定データ」フォル

ダーを作成します。 

② 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\05_土地範囲指定データ」に「01_中之

島」等のフォルダーを作成します。 

③ 「01_中之島」にシェープファイル一式を格納します。 

 

※必要に応じて既存のシェープファイルを準備・ご利用下さい。 

  

⑨ 

⑩

+ 

コピー又は移動し、リネームします 

①② 

③ 
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2.4.6. 気象関連データ（積雪）※任意データ 

適地判定・集計機能では、国土数値情報の気象関連データ（シェープファイル）を使用します。 

国土数値情報の平年値メッシュデータは、「国土数値情報ダウンロード」の WEB サイトからデータを取

得します。 

URL：https:/nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html 

 

① 画面をスクロールし、地図画面から対象のメッシュ（メッシュ番号「5135」、「5235」）を選択し

ます。 

 

① 

スクロールします 

 

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G02-v3_0.html
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② 地図画面の下に選択したメッシュデータがリスト表示されます。最新データ（令和 4 年度）のダ

ウンロードボタンをクリックします。 

 

 

③ 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「06_気象関連データ（積雪）」フ

ォルダーを作成します。 

④ ダウンロードした「G02-22_5135-jgd_GML.zip」と「G02-22_5235-jgd_GML.zip」を「C:\カー

ボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\06_気象関連データ（積雪）」に解凍します。 

 

② 

※アンケートやデータによってはダウンロードの確認メッセージが表示される場合があります。 

③ 

④ 

解凍します 
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2.4.7. 制限区域データ ※任意データ 

適地判定・集計機能では、任意データとして太陽光パネルの設置に制限がある範囲（シェープファイル）

を指定できます。ここでは景観整備地区のデータを例に説明します。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ」に「07_制限区域データ」フォルダー

を作成します。 

② 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\07_制限区域データ」に「01_景観整備

地区」等のフォルダーを作成します。 

③ 「01_景観整備地区」に景観整備地区のシェープファイル一式を格納します。 

 

※必要に応じて既存のシェープファイルを準備、利用下さい。 

  

「G02-22_5135-jgd_GML」フォルダー構成イメージ 

 

①② 

③ 
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3. 解析編 

3.1. システムの起動方法 

本システムを起動し、解析を実施します。 

「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル\SolarPotential」フォルダー下の

「SolarPotential.exe」をダブルクリックします。 

システムの TOP 画面が表示されます。 
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3.2. トップ画面 

「SolarPotential.exe」を実行（ダブルクリック）すると以下の画面が表示されます。 

① 解析・シミュレーション：発電ポテンシャル推計や反射シミュレーション等の解析を行う画面が

表示されます。 

② 適地判定・集計：解析結果の集計やパネル設置適地判定を行う画面が表示されます。 

③ 前回実行した設定を使用：チェックがオンの場合、パラメータ等の設定が前回の値で復元されま

す。 

④ 平面直角座標系の設定：解析を実施する範囲の座標系を指定します。 

⑤ 終了：アプリケーションを終了します。 

 

 

  

① ② 

③ 

④ 

⑤ 
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3.3. 解析・シミュレーション 

トップ画面から「解析・シミュレーション」をクリックすると、以下の画面が表示されます。 

「解析・シミュレーション」画面は以下の①～③の 3 画面で構成されます。 

 

①入出力データ設定 画面 
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②解析エリア設定画面 

※インターネットに未接続の場合、解析範囲を指定する地図が表示されず、地図上から任意の範囲で

の解析が実行できません。 
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③解析実行 画面 
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3.3.1. 入出力データ設定 

準備したデータを用いて解析をします。解析条件、入出力データを設定します。 

① 解析条件（解析内容、解析対象、日射量・発電量推計の期間）を設定します。 

② 入力データ（3D 都市モデル、可照時間、平均日照時間）を選択します。（積雪深、土地範囲指定

データは任意で設定してください。） 

⚫ 「建物の解析時、地形を考慮したシミュレーションを行う」 

建物の解析時に地形データを使用すると、山間部などの地形の影響を受けやすい地域の解析

精度の向上に有効です。ただし、地形（DEM）データの使用は計算負荷が高いため、山間部

等の地形の起伏が大きい地域の局所的な解析時に使用してください。解析対象エリアに応じ

て、設定ファイルの「DemHeight」、「DemDist」のパラメータを調整した上で、使用してく

ださい。 

⚫ 「土地の解析時、道路を除外したシミュレーションを行う」 

3D 都市モデルの道路モデルを利用し、土地面から道路部分を除外した部分を解析対象とし

ます。 

③ 解析結果の出力先を指定します。 

④ 「解析エリア設定＞＞」をクリックします。解析エリア設定画面へ切り替わります。 
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3.3.2. 解析エリア設定 

解析を行うエリアを設定します。 

⑤ 解析エリアを選択します。 

「地図を表示」をクリックすると、３D 都市モデルが存在する範囲の地図が自動表示されます。 

⑥ 地図上から解析エリアを指定します。 

地図画面内の□アイコン又は△アイコンをクリックすると、作図モードに切り替わります。 

□アイコンは矩形選択に切り替わります。地図画面上から対角 2 点をクリックし、矩形範囲を指

定することができます。 

△アイコンは多角形選択に切り替わります。地図画面上から多角形の頂点をクリックし、最後の

頂点でダブルクリックすることで多角形範囲を指定することができます。 

⑦ 「選択エリア一覧」に指定したエリアが追加されます。 

① 

② 

③ 

④ 
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【注意】インターネットに未接続の場合、以下の点にご注意ください。 

⚫ 地図が表示されません。 

⚫ 建物解析時：入力した建築物モデル（CityGML）の全 LOD2 を対象として解析します。 

土地解析時：土地範囲指定データを選択して解析します。（解析範囲を地図上から任意に指定するこ

とができません。） 

 

⑧ 選択エリア一覧の名称やパネルの設置を設定します。今回の解析対象から除外するエリアがあれ

ば、除外のチェックを ON に設定します。 

⑨ 「確認画面＞＞」をクリックします。確認画面（解析実行画面）へ切り替わります。 

⑥ 

⑦ 

⑤ 
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⑧ 

⑨ 
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【補足】 選択エリア一覧から、エリアごとの設定を行います。 

⚫ 除外：解析対象から除外する場合、チェックをオンにします。 

⚫ ID：各エリアに自動で付与される管理 ID です。変更はできません。 

⚫ 名称：ユーザーがそのエリアに対し、任意の名称を付けることができます。 

⚫ 土地のパネル設置方位：「南向き」（デフォルト）、「北向き」、「東向き」、「西向き」から選択します。 

設定ファイル initFile_Analyze.ini の「Land_CorrectionDirection」の値を変更すれば土地のパネル設

定方位の初期値を変更することができます。なお、画面で指定するとその値が優先されます。 

⚫ 土地のパネル設置傾き（度）：土地に設置されたパネルの傾斜を指定します。 

設定ファイル initFile_Analyze.ini の「Land_CorrectionDegree」の値を変更すれば土地のパネル設定

傾きの初期値を変更することができます。画面で指定するとその値が優先されます。 

⚫ 水面：そのエリアを水面として解析する場合、チェックをオンにします。 

⚫ 説明：ユーザーが任意の説明（コメント）を記載することができます。 
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3.3.3. 解析実行 

解析を実行します。 

⑩ 解析設定や設定した解析条件を確認します。 

⑪ 「実行開始」をクリッックします。解析が開始します。 

 

  

⑩

+ 

⑪ 
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3.3.4. パラメータ読込と詳細設定 

(1)  パラメータ読込 

パラメータファイルや過去に実行した解析のパラメータを用いることができます。 

① 「パラメータ読込」をクリックするパラメータ読込画面が表示されます。 

② パラメータファイルの読み込み方法を選択します。 

⚫ 「ファイルを指定して読み込む」 

既存のパラメータファイルを利用する場合に指定します。選択ボタンから既存のパラメー

タファイルを指定します。 

⚫ 「実行履歴から読み込むパラメータを選択」 

実行履歴のパラメータを利用する場合に指定します。実行履歴一覧から利用するパラメー

タを選択します。 

③ 「読み込み」をクリックします。解析の画面に戻ります。 

 

① 

② 

③ 
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パラメータファイルは以下の場所に保存されています。 

（実行ファイルのあるフォルダー）\Assets\History\Analyze\ 

 

ファイル名は「YYYYMMDDhhmm.param」 （例：202501191955.param）です。 

 

ファイルは以下のような設定内容が保存されています。 

 

 

# 解析設定 

[AnalyzeParam] 

Target =1,0,1,0 

TargetDate =0,0,1,1,0 

Month =0 

Day =0 

AreaOutputImageRange =0 

 

OutputResultDirectory =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\03_解析結果\大聖寺 

 

# 入力データ 

[InputData] 

CityModel =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\01_CityGML\17206_kaga-shi_2024_citygml_1 

KashoData =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\平野部\2_国立天文台\kagashi_20230101_20231231.csv 

NisshoData =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\平野部\3_気象庁\data_201001_202312_KOMATSU.csv 

SnowDepthData =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\02_入力データ\平野部\4_NEDO\hm56276year_KOMATSU.csv 

UseDemData =0 

DemData = 

LandData = 

ReadLandData =0 

LandDataDatum =1 

UseRoadData =1 

RoadData = 

 

# 解析エリア 

# Id0 = 

# Name0 = 

# Direction0 = 

# Degree0 = 

# Water0 = 

# Explanation0 = 

# Points0 = x0,y0,x1,y1,... 

# AnalyzeBuild0 = 

# AnalyzeLand0 = 

[AreaData] 

AreaCount =3 

Id0=A031 
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(2)  詳細設定（発電ポテンシャル推計条件） 

解析条件等について設定することができます。 

① 「詳細設定」をクリックします。 

② 「発電ポテンシャル推計条件」をクリックします。 

③ 屋根面の解析条件を設定します。 

④ 土地面の解析条件を設定します。 

⑤ その他の条件を設定します。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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【参考】メーカーごとの太陽光パネル単位面積当たりの発電容量 

 

出典：環境省、平成 30 年度再生可能エネルギーに関するゾーニング基礎情報等の整備・公開等に関する

委託業務の報告書 URL：https://www.env.go.jp/earth/report/30_1.html 

 

 

  

https://www.env.go.jp/earth/report/30_1.html
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(3)  詳細設定（反射シミュレーション条件） 

解析条件等について設定することができます。 

① 「詳細設定」をクリックします。 

② 「反射シミュレーション条件」をクリックします。 

③ 屋根面の解析条件を指定します。 

④ 土地面の解析条件を指定します。 

⑤ その他の条件を指定します。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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3.4. 適地判定・集計 

トップ画面から「適地判定・集計画面」をクリックすると、以下の画面が表示されます。 

適地判定・集計画面は、以下の①～③の 3 画面で構成されます。 

※インターネットに未接続の場合、集計範囲を指定する地図が表示されず、全範囲で集計を実施します。 

 

①入出力データ設定 画面 
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②適地判定条件設定 画面 
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③判定・集計実行 画面 
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3.4.1. 入出力データ設定 

解析・シミュレーション結果を用いて適地判定・集計をします。入出力データと集計範囲を設定します。 

① 解析結果フォルダーを選択します。 

② 集計範囲を設定します。 

⚫ 全範囲で集計：解析結果の全範囲で集計 

⚫ 集計範囲を選択：背景地図表示エリア内から任意の矩形集計範囲を指定集計 

⚫ 全体表示：解析・シミュレーション解析結果の範囲を表示  

③ 地図上から解析エリアを指定（作図）します。「集計範囲を選択」を選択時、地図画面上から対角

2 点をクリックすることで、矩形範囲を指定することができます。 

④ 集計結果の出力先を設定します。 

⑤ 「判定条件画面＞＞」をクリックします。判定条件設定画面へ切り替わります。 

 

【注意】インターネットに未接続の場合、以下の点にご注意ください。 

⚫ 地図が表示されません。 

⚫ 全範囲を対象として集計します。集計範囲を地図上から任意に指定することができません。 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 
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3.4.2. 適地判定条件設定 

適地判定条件（解析除外条件）を設定します。 

⑥ 太陽光パネルの設置の優先度が低い建物・土地の除外条件を設定します。 

⑦ 災害時に太陽光パネルが破損、消失する危険性のある建物・土地の除外条件を設定します。 

⑧ 太陽光パネルの設置に制限がある範囲を設定します。 

⑨ 「確認画面＞＞」をクリックします。確認画面へ切り替わります。 

 
  

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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優先度の決定方法 

優先度の判定基準はシステム実行フォルダー内にあるファイル「judge_suitable_place_priority.ini」に定

義しています。このファイルの優先度の基準値や条件ごとポイントの設定「＝ポイント」の数値をリスク

度合い応じて変更することで、重みづけをユーザーが変更することができます。 

変更方法は、システム実行フォルダー内の「judge_suitable_priority.ini」をテキストエディタで開き、下

図緑枠内で優先度ポイントを設定し、下図赤枠内で「適地判定の条件」ごとのポイント設定を行います。 

 

適地判定の条件 

項目 判定条件 判定条件とする理由 

①太陽光パネルの設

置に関して優先度が

低い施設の判定 

日射量が少ない建物を任意のしきい値

で除外する 

日射量の推計結果から低い建築物の優先

度を下げる 

構造上設置が困難な可能性がある建物

を除外する 

レンガ造りなどの建築物は構造上設置が

困難と考えられるため、優先度を下げる 

建物の階数による任意のしきい値で除

外する 

高層階への太陽光パネルの設置は、建設コ

ストが増える可能性があるため一定以上

の階数は優先度を下げる 

反射光による光害が高層階の方が少ない

可能性があるため、低層建物の優先度を下

げる 

②災害時に太陽光パ

ネルが破損、消失する

危険性の判定 

土砂災害警戒区域内に存在する建物を

除外する 

パネル破損、消失のリスクがある 

最大津波高さ・洪水浸水想定を下回る高

さである建物を除外する 

パネル破損、消失のリスクがある 

最大積雪深、荷重を用いて判定する 太陽光パネルは耐荷重があるため、積雪に

よる荷重を考慮した条件を設ける 

ポイントの合算値をしきい値としたランクの基準

優先度合いに応じたマイナス値のポイント

を設定 
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③太陽光パネルの設

置に制限がある施設

の判定 

景観整備地区など設置に制限がある範

囲、設置高さ、設置方位の条件で建物を

絞り込む 

景観整備地区内など独自の条件設定のた

め 

 

3.4.3. 適地判定・集計実行 

判定・集計を実行します。 

⑩ 設定した適地判定条件を確認します。 

⑪ 「実行開始」をクリックします。適地判定・集計処理が開始します。 

 

 

  

⑩ 

⑪ 
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3.4.4. パラメータ読込 

(1)  パラメータ読込 

パラメータファイルや過去に実行した適地判定のパラメータを用いることができます。 

① 「パラメータ読込」をクリックするパラメータ読込画面が表示されます。 

② パラメータファイルの読み込み方法を選択します。 

⚫ 「ファイルを指定して読み込む」 

既存のパラメータファイルを利用する場合に指定します。「選択」ボタンから既存のパラメ

ータファイルを選択します。 

⚫ 「実行履歴から読み込むパラメータを選択」 

実行履歴のパラメータを利用する場合に指定します。実行履歴一覧から利用するパラメー

タを選択します。 

③ 「読み込み」をクリックします。適地判定の画面に戻ります。 

 

① 

② 

③ 
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パラメータファイルは以下の場所に保存されています。 

（実行ファイルのあるフォルダー）\Assets\History\Aggregate\ 

ファイル名は「YYYYMMDDhhmm.param」 （例：202501191955.param）です。 

ファイルは以下のような設定内容が保存されています。 

 

 

# 適地判定・集計 

[AggregateParam] 

SelectArea =0 

MaxLat =  

MinLat =  

MaxLon =  

MinLon =  

AnalyzeResultPath =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\03_解析結果\大聖寺\解析_202501191207 

OutputResultDirectory =C:\カーボンニュートラル施策推進支援\04_適地判定結果\大聖寺 

 

# 発電ポテンシャル推計設定 

[Judge] 

LowerPotential =1 

Potential =0 

PotentialVal = 

PotentialPercent =1 

PotentialPercentVal =30 

BuildStructure =1 

BuildStructures =1,0,0,0,1,0,1,0 

BuildFloors =0 

FloorsBelowVal =  

UpperFloorsVal =  

BelowTsunamiHeight =1 

BelowFloodDepth =1 

LandslideWarningArea =1 

WeatherData =0 

WeatherDataPath = 

UseSnowDepth =0 

SnowDepthVal = 

SnowLoadVal = 

SnowLoadUnitVal = 

RestrictArea1_Enable =0 

RestrictArea1_ShapePath = 

RestrictArea1_Height = 

RestrictArea1_Direction =0 

RestrictArea2_Enable =0 

RestrictArea2_ShapePath = 

RestrictArea2_Height = 

RestrictArea2_Direction =0 



58 

3.5. 解析・シミュレーション出力結果 

3.5.1. 出力フォルダー構成  

本システムで出力するフォルダーの建物解析時の構成例は、以下のとおりです。 

 

 

03_解析結果 

 ∟ 解析_YYYYMMDDhhmm  

      |── system 

       |── 解析エリア 

| |── 解析エリア.jpg 

| |── 解析エリア.kml 

      |── 実行パラメータ 

      |── 実行パラメータログ.txt 

      |── 実行結果_＊＊＊＊ 

|── citygml 

          | |──bldg 

|  |── A001_*** 

|   |── ****_bldg_****_appearance 

|   |── ****_bldg_****_op.gml 

|── シミュレーション結果 

         |──建物 

          |──A001_*** 

        |  |──******（三次メッシュ） 

          |    |── 屋根面別日射量.csv 

           |   |── 日射量_A001_****.jpg 

           |   |── 日射量_A001_****.tfw 

           |   |── 日射量_A001_****.tif 

|── 日射量画像 

| |── 日射量_A001_***.tfw 

| |── 日射量_A001_***.tif 

|── 発電ポテンシャル画像 

| |── 発電量_A001_***.tfw 

| |── 発電量_A001_***.tif 

|── 建物ごと予測発電量.csv 
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フォルダー名/ファイル名 内容 

system - 

解析エリア - 

 ∟解析エリア.jpg 解析範囲の地図の画像ファイル 

 ∟解析エリア.kml 解析範囲の KML ファイル 

実行結果 - 

 ∟citygml/bldg 解析結果を付与した建築物モデル（CityGML） 

シミュレーション結果 - 

 ∟建物  - 

  ∟*/屋根面別日射量.csv 屋根面ごとの日射量を記載した CSV ファイル 

  ∟*/日射量_A001_****.jpg 日射量推計結果を色分けで表現した画像ファイル 

  ∟*/日射量_A001_****.tif 日射量推計結果を色分けで表現した位置情報付き画像ファイル 

  ∟*/日射量_A001_****.tfw 

 ∟日射量画像 日射量推計結果を色分けで表現した位置情報付きの画像ファイ

ル 

 ∟発電ポテンシャル画像 発電ポテンシャル結果を色分けで表現した位置情報付きの画像

ファイル   ∟発電量_A001_***.tif 

  ∟発電量_A001_***.tfw 

 ∟建物ごと予測発電量.csv 建物ごとの予測発電量を記載した CSV ファイル 

※主要なファルダー名/ファイル名のみを記載 
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本システムで出力するフォルダーの土地解析時の構成例は、以下のとおりです。 

  

03_解析結果 

 ∟ 解析_YYYYMMDDhhmm  

|── system 

|── 解析エリア 

|    |── 解析エリア.jpg 

|    |── 解析エリア.kml 

|── 実行パラメータ 

     |── 実行パラメータログ.txt 

      |── 実行結果_＊＊＊＊ 

         |── シミュレーション結果 

            |──土地 

         |──A001_*** 

      | |── 月別日射量_角度補正.csv 

      | |── 土地面メッシュ別日射量.csv 

     | |── 日射量_A001_****.jpg 

      | |── 日射量_A001_****.tfw 

      | |── 日射量_A001_****.tif 

|── 日射量画像 

| |── 日射量_A001_***.tfw 

| |── 日射量_A001_***.tif 

|── 発電ポテンシャル画像 

| |── 発電量_A001_***.tfw 

| |── 発電量_A001_***.tif 

|── シェープファイル 

   | |── 土地ごと予測発電量.shp 

|── メッシュごと予測発電量.csv 

|── 土地ごと予測発電量.csv 
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フォルダー名/ファイル名 内容 

system - 

解析エリア - 

 ∟解析エリア.jpg 解析範囲の地図の画像ファイル 

 ∟解析エリア.kml 解析範囲の KML ファイル 

シミュレーション結果 - 

 ∟土地 - 

  ∟ */ 土 地 面 メ ッ シ ュ 別 日 射

量.csv 

土地面のメッシュごとの日射量を記載した CSV ファイル 

  ∟*/日射量_A001_****.jpg 日射量推計結果を色分けで表現した画像ファイル 

  ∟*/日射量_A001_****.tif 日射量推計結果を色分けで表現した位置情報付き画像ファイル 

  ∟*/日射量_A001_****.tfw 

 ∟日射量画像 日射量推計結果を色分けで表現した位置情報付きの画像ファイ

ル 

 ∟発電ポテンシャル画像 発電ポテンシャル結果を色分けで表現した位置情報付きの画像

ファイル   ∟発電量_A001_***.tif 

  ∟発電量_A001_***.tfw 

 ∟メッシュごと予測発電量.csv 土地のメッシュごとの予測発電量を記載した CSV ファイル 

 ∟土地ごと予測発電量.csv 土地ごとの予測発電量を記載した CSV ファイル 

※主要なファルダー名/ファイル名のみを記載 
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3.5.2. 出力データ一覧 

解析・シミュレーション結果として以下のデータが出力されます。 

解析時に指定したフォルダー以下に「解析_YYYYMMDDhhmm」のフォルダーが作られ、各フォルダー、

ファイルが出力されます。 

No. データ種別 形式 出力内容 

1 建築物モデル  CityGML 入力した建築物モデル（CityGML）に予測日射量、予測発電

量、夏至・春分・冬至・指定日の光害発生時間を属性として

付与したデータ 

2 日射量のテクスチ

ャ 

JPG 建築物モデル（CityGML）のテクスチャとして屋根面ごとの

単位面積当たりの予測日射量の色分けした画像 

可視化時に屋根面ごとの単位面積当たりの予測日射量を表

示する 

3 建物ごと予測発電

量 

CSV 建物ごとの予測日射量、予測発電量、屋根面面積、PV（太

陽光発電システム）面積を記載したデータ 

4 土地ごと予測発電

量 

CSV 土地ごとの予測日射量、予測発電量、土地面面積、PV（太

陽光発電システム）設置面積を記載したデータ 

5 メッシュごと予測

発電量 

CSV 土地メッシュごとの予測日射量、予測発電量、PV 設置面積

を記載したデータ 

6  単位面積当たりの

予測日射量色分け

画像 

GeoTIFF 屋根面ごとの単位面積当たりの予測日射量、土地ごとの単

位面積当たりの予測日射量で色分けした位置情報付きの画

像データ 

単位面積当たりの

日射量凡例 

JPG 単位面積当たりの予測日射量の色分け画像の凡例画像デー

タ 

7  単位面積当たりの 

予測発電量色分け

画像 

GeoTIFF 建物ごとの単位面積当たりの予測発電量、土地ごとの単位

面積当たりの予測発電量で色分けした位置情報付きの画像

データ 

単位面積当たりの

発電量凡例画像 

JPG 単位面積当たりの予測発電量の色分け画像の凡例画像デー

タ 

8 反射シミュレーシ

ョン結果 

CSV、CZML 反射シミュレーションで解析した光線ベクトルの座標値を

記載したデータ 

9 予測光害発生時間 CSV 建物ごとの夏至、春分、冬至の光害発生時間を記載したデー

タ 

10 実行パラメータロ

グ 

TXT 解析・シミュレーション実行時のパラメータを記載したロ

グファイル 

11 解析エリア JPG、KML 指定した解析対象範囲の画像ファイルとポリゴンデータ 
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3.5.3. 出力データ 

(1)  建築物モデル 

出力される建築物モデル（CityGML）には入力データとして用いた CityGML の建築物モデル（LOD2）1

棟ごとに以下の属性要素が追加されます。 

⚫ 予測日射量 

⚫ 予測発電量 

⚫ 光害発生時間（夏至） 

⚫ 光害発生時間（春分） 

⚫ 光害発生時間（冬至） 

⚫ 光害発生時間（指定日） 

 

(2)  日射量のテクスチャ 

CityGML の屋根面のテクスチャとして日射量の色分け画像が付与されます。 

 

(3)  建物ごと予測発電量 

発電ポテンシャル推計機能から算出された以下のデータが、CSV 形式で出力されます。 

あわせて建物中心の座標（X、Y、Z）も出力されます。 

⚫ 解析エリア ID 

⚫ 3 次メッシュ ID 

⚫ 建物 ID 
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⚫ 予測日射量（kWh) 

⚫ 予測日射量（kWh/m2） 

⚫ 予測発電量（kWh） 

⚫ 予測発電量（kWh/m2） 

⚫ 屋根面面積（m2） 

⚫ PV 設置面積（m2） 

⚫ X 

⚫ Y 

⚫ Z 

 

 

(4)  土地ごと予測発電量 

発電ポテンシャル推計機能等から算出された以下のデータが、CSV 形式で出力されます。 

あわせて土地面中心の座標（X、Y、Z）も出力されます。 

⚫ 解析エリア ID 

⚫ 予測日射量（kWh） 

⚫ 予測日射量（kWh/m2） 

⚫ 予測発電量（kWh） 

⚫ 予測発電量（kWh/m2） 

⚫ 土地面面積（m2） 

⚫ PV 設置面積（m2） 

⚫ X 

⚫ Y 

⚫ Z 

建物ごと予測発電量.csv の記載内容例 
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(5)  メッシュごと予測発電量 

発電ポテンシャル推計機能から算出された以下のデータが、CSV 形式で出力されます。 

あわせて土地メッシュの中心の座標（X、Y）も出力されます。 

⚫ 解析エリア ID 

⚫ 土地面メッシュ ID 

⚫ 予測日射量（kWh/m2） 

⚫ 予測発電量（kWh/m2） 

⚫ PV 設置面積（m2） 

⚫ X 

⚫ Y 

 

 

  

土地ごと予測発電量.csv の記載内容例 

メッシュごと予測発電量.csv の記載内容例 
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(6)  単位面積当たりの予測日射量色分け画像 

単位面積当たりの予測日射量の色分け画像（GeoTIFF 形式）と凡例（JPG 形式）が出力されます。 

 

 

単位面積当たりの予測日射量の色分け画像と凡例（建物） 

単位面積当たりの予測日射量の色分け画像と凡例（土地）  
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(7)  単位面積当たりの予測発電量の色分け画像 

単位面積当たりの予測発電量の色分け画像（GeoTIFF 形式）と凡例（JPG 形式）が出力されます。 

 

 

単位面積当たりの予測発電量の色分け画像と凡例（建物） 

単位面積当たりの予測発電量の色分け画像と凡例（土地）  
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(8)  反射シミュレーション結果 

反射シミュレーション機能から算出された以下のデータが、CSV 形式で出力されます。 

⚫ 建物/土地 ID 

⚫ 屋根面 ID 

⚫ シミュレーション日時 

⚫ 反射点座標.X（m） 

⚫ 反射点座標.Y（m） 

⚫ 反射点座標.Z（m） 

⚫ 反射先座標.X（m） 

⚫ 反射先座標.Y（m） 

⚫ 反射先座標.Z（m） 

⚫ 反射先 

 

 

(9)  予測光害発生時間 

予測光害発生時間として算出された以下のデータが、CSV 形式で出力されます。 

⚫ エリア ID 

⚫ メッシュ ID 

⚫ 建物 ID 

⚫ 夏至（時間） 

⚫ 春分（時間） 

⚫ 冬至（時間） 

⚫ 指定日（時間） 

反射シミュレーション結果_冬至.csv の記載内容

例 
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建物毎光害発生時間.csv の記載内容例 
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(10)  実行パラメータログ 

解析・シミュレーション実行時のパラメータを記載したログファイルが、TXT 形式で出力されます。 

 

【解析対象】 

 日射量・発電量推計：○ 反射シミュレーション：× 

 建物：× 空地：○ 

【解析対象期間】 

 期間： 夏至 

 

【入力データ】 

3D 都市モデル：E:\R6_太陽光\27100_osaka-shi_city_2024_citygml_4  

可照時間：E:\R6_太陽光\2_データ\大阪市\02_国立天文台_可照時間\可照時間_大阪市_2023.csv 

平均日照時間：E:\R6_太陽光\2_データ\大阪市\03_JMA_日照時間\日照時間_大阪_201001_202312_v2.csv 

空地データ： 

道路を除外したシミュレーションを行う：○ 

 

出力フォルダ：E:\R6_太陽光\99_出力\中之島 1 

 

【解析エリア】 

A001, 中之島 1, 方位( 南向き ), 傾き( 15 )度, 水面( × ), 説明(  ) 

 

【発電ポテンシャル推計条件】 

土地面の解析対象外とする条件： 

 面積( 10 )m2 未満, 傾き( 30 )度以上 

土地面の傾斜補正： 

 方位を( 南向き )かつ( 15 )度に補正 

メーカー別設置係数( 0.167 ) 

パネル設置割合( 80 )% 

 

【反射シミュレーション条件】 

太陽光パネル面の向き・傾きの補正： 

 3 度未満：( 方位を( 南向き ), ( 15 )度に補正 ) 

 3 度以上：( 屋根面と同値 ) 

反射有効範囲( 500 )m 

 

【SolarPotential.ini ファイルの設定条件】 

発電ポテンシャル推計時の近隣建物の検索範囲：300.0 

反射シミュレーション時の近隣建物の検索範囲：300.0 
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(11)  解析エリア 

指定した解析対象範囲の画像ファイルとポリゴンデータが、JPG 形式と KML 形式で出力されます。 

 

 

 

  

解析対象エリアの例 
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3.6. 適地判定・集計出力結果 

3.6.1. 出力フォルダー構成  

本システムで出力フォルダー構成例は、以下のとおりです。 

 

 

フォルダー名／ファイル名 内容 

実行結果_**** 
 

 ∟集計 
 

  ∟集計結果.csv 適地判定結果の CSV ファイル 

 ∟適地判定 
 

  ∟建物別適地判定結果.tif 建物別適地判定結果の GeoTIFF ファイル 

  ∟建物別適地判定結果.tfw 

  ∟建物別適地判定結果.csv 建物別適地判定結果の CSV ファイル 

  ∟土地別適地判定結果.tif 土地別適地判定結果の GeoTIFF ファイル 

  ∟土地別適地判定結果.tfw 

  ∟土地別適地判定結果.csv 土地別適地判定結果の CSV ファイル 

※主要なファルダー名/ファイル名のみを記載 

  

03_解析結果 

 ∟ 適地判定_YYYYMMDDhhmm 

     |── 実行パラメータ 

      |── 実行パラメータ.txt 

     |── 実行結果_**** 

|── 集計 

      |    ∟集計結果.csv 

|── 適地判定 

               |── 建物別適地判定結果.tif 

               |── 建物別適地判定結果.tfw 

               |── 建物別適地判定結果.csv 

               |── 土地別適地判定結果.tif 

               |── 土地別適地判定結果.tfw 

               |── 土地別適地判定結果.csv 
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3.6.2. 出力データ一覧 

適地判定・集計結果として以下のデータが出力されます。 

解析時に指定したフォルダー以下に「適地判定_YYYYMMDDhhmm」のフォルダーが作られ、各フォル

ダー、ファイルが出力されます。 

No. データ種別 形式 出力内容 

1 建物別適地判定結果 CSV 指定した条件で、建物ごとの優先度を判定した結果を記載し

たデータ 

2 土地別適地判定結果 CSV 指定した条件で、土地ごとの優先度を判定した結果を記載し

たデータ 

3 適地判定色分け画像 GeoTIFF 建物ごとの優先度で色分けした位置情報付き画像データ 

4 集計結果 CSV 画面 UI 上で選択した範囲内の予測日射量、予測発電量、反射

シミュレーション結果、予測光害発生時間を集計したデータ 

5 実行パラメータログ TXT 適地判定・集計の実行時のパラメータや処理時間を記載した

ログファイル 

 

3.6.3. 出力データ 

(1)  建物別適地判定結果 

適地判定結果は、指定した条件で判定した太陽光パネルの設置に適した建物ごとの優先度が出力されま

す。 

適地判定結果は、以下のデータが CSV 形式で出力されます。 

判定条件 1～3 には、太陽光パネルの設置に適（〇）・不適（×）の判定が記載されます。 

⚫ エリア ID 

⚫ メッシュ ID 

⚫ 建物 ID 

⚫ 優先度 

⚫ 判定条件 1：「太陽光パネルの設置の優先度が低い建物除外条件」で設定した判定結果が記載され

ます。 

⚫ 判定条件 2：「災害時に太陽光パネルが破損、消失する危険性のある建物除条件」で設定した判定

結果が記載されます。 

⚫ 判定条件 3：「太陽光パネルの設置に制限がある範囲の設定」で制限した条件の判定結果が記載さ

れます。 
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(2)  土地別適地判定結果 

適地判定結果は、指定した条件で判定した太陽光パネルの設置に適した土地ごとの優先度が出力されま

す。 

適地判定結果は、以下のデータが CSV 形式で出力されます。 

判定条件 1～3 には、太陽光パネルの設置に適（〇）・不適（×）の判定が記載されます。 

⚫ エリア ID 

⚫ メッシュ ID 

⚫ 建物 ID 

⚫ 優先度 

⚫ 判定条件 1：「太陽光パネルの設置の優先度が低い建物除外条件」で設定した判定結果が記載され

ます。 

⚫ 判定条件 2：「災害時に太陽光パネルが破損、消失する危険性のある建物除条件」で設定した判定

結果が記載されます。 

⚫ 判定条件 3：「太陽光パネルの設置に制限がある範囲の設定」で制限した条件の判定結果が記載さ

れます。 

適地判定結果.csv の記載内容例 
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(3)  適地判定色分け画像（建物） 

適地判定結果は、優先度ごとの色分け画像が GeoTIFF 形式で出力します。 

 

 

(4)  集計結果 

集計結果は、全範囲又は選択した範囲内の集計結果を出力します。 

集計結果として算出された以下のデータが、CSV 形式で出力されます。 

⚫ エリア ID 

適地判定結果.csv の記載内容例 

適地判定色分け画像（建物） 
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⚫ 範囲内建物数 

⚫ 予測日射量総計（kWh/m2） 

⚫ 予測発電量総計（kWh） 

⚫ 光害を発生させる建物数 

⚫ 光害発生時間総計（夏至） 

⚫ 光害発生時間総計（春分） 

⚫ 光害発生時間総計（冬至） 

⚫ 光害発生時間総計（指定日） 

⚫ 範囲内優先度建物数（優先度ごと 5～1） 

 

  

集計結果.csv の記載内容例 
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(5)  実行パラメータログ 

適地判定・集計実行時のパラメータを記載したログファイルが、TXT 形式で出力されます。 

 
  

解析結果フォルダ：D:\ R6_太陽光\03_解析結果\エリア A\解析_202501191207 

 

【集計範囲】 

 全範囲で集計 

 

出力フォルダ：D:\ R6_太陽光\04_適地判定結果\エリア A 

 

【優先度が低い建物の除外条件】 

 日射量が下位( 30 )％ 

 除外する建物構造： 

  木造・土蔵造,軽量鉄骨造,レンガ造・コンクリートブロック造・石造,不明 

 

【災害リスクによる除外】 

 津波：○ 河川浸水：○ 土砂災害：○ 積雪：× 

 

【制限範囲による除外】 

 データ 1：指定なし 

 データ 2：指定なし 

 データ 3：指定なし 
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4. 活用編 

4.1. QGIS 

4.1.1. インストール 

本システムは出力結果を地図上で可視化・加工する機能を有していないため、出力結果を資料として加工

するに当たり、一例として QGIS を使って任意の地図と重ねる方法を説明します。 

① 最新版の QGIS は、以下の URL からダウンロードできます。 

URL：https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html 

② 「Download QGIS 3.＊＊」をクリックすると最新のインストーラのダウンロードが開始されま

す。 

※本説明書ではバージョン 3.28 を用いて説明します。 

 

③ ダウンロードした「QGIS-OSGeo4W-3.28.2-1.msi」をダブルクリックすると、セットアップ画面

が表示されます。 

「Next」をクリックします。 

④ 「End-User License Agreement」画面の内容を確認し、チェックボックスにチェックを入れ、

「Next」をクリックします。 

⑤ 「Destination Folder」画面の内容を確認し、「Next」をクリックします。 

※任意のフォルダーへ変更可能です。 

① 

② 

https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html
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⑥ 「Ready to install QGIS 3.28.2 ‘Firenze’」画面の「install」をクリックします。 

インストールが開始されます。 

管理者のユーザー名とパスワードの入力が求められる場合があります。その場合は、PC の管理

者情報を入力してください。 

⑦ インストールが終了すると、完了画面が表示されます。「Finish」をクリックし、セットアップ画

面を閉じます。 

 

  

③ 
④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 
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4.1.2. 起動 

「QGIS Desktop 3.28.2」を起動すると画面が表示されます。 

QGIS の主な画面構成は以下になります。 

⚫ 赤枠：メニューバー 

⚫ 青枠：ツールバー 

⚫ オレンジ枠：ブラウザパネル 

⚫ 黄枠：レイヤパネル 

⚫ 緑枠：地図ビュー 
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4.1.3. 背景地図の追加 

背景地図を追加します。 

① QGIS を起動します。 

② ブラウザ>「XYZ Tiles」を右クリックし、「新規接続」をクリックします。 

③ 「XYZ 接続」画面が表示されます。「名前」に接続する地図の名称「標準地図」を入力します。

ここでは、地理院の標準地図を設定します。 

 
  

標準地図 

② 

③ 
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④ 「URL」に以下の値を入力します。 

URL：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png 

⑤ 「OK」をクリックします。 

⑥ 設定の完了後、ブラウザパネルの「XYZ Tiles」に標準地図が表示されます。 

※ここでは、地理院地図（地理院タイル）の「標準地図」を設定しましたが、他のタイル地図を

使用することも可能です。 

国土地理院 地理タイル一覧の WEB ページから URL を確認できます。 

URL：https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html 

 

  

④ 

⑤ 

国土地理院 地理タイル一覧の WEB ページ 

⑥ 

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html
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⑦ 「XYZ Tiles」の「標準地図」をドラッグし、地図ビューにドロップします。 

⑧ レイヤパネルに標準地図が追加され、地図ビューに標準地図が表示されます。 

 
  

ドラッグ 

ドロップ 

⑦ 

⑧ 
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4.1.4. 座標系の設定 

本稿では、平面直角座標系を設定します。平面直角座標系は日本全国を 19 の座標系で定義しています。

詳細は以下のアドレスから確認することができます。 

わかりやすい平面直角座標系 https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html 

 

これ以降は石川県加賀市を例に解説します。 

① 座標参照系(CRS)の右横の地球儀のボタンをクリックします。 

② 「座標参照系の選択」画面が表示されます。 

石川県加賀市の場合は、フィルタに EPSG コード「6675」を入力し、あらかじめ定義された CRS

のリストから加賀市の座標系の「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS Ⅶ」を選択します。 

※大阪府大阪市の場合は、フィルタに EPSG コード「6674」を入力し、あらかじめ定義された

CRS のリストから大阪市の座標系の「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS VI」を選択しま

す。 

※系番号と EPSG コードの一覧は、下表を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EPSG:6675 を入力 

選択中の座標系の範囲

が地図で表示 

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html
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表 系番号と EPSG コード 

系番号 EPSG コード 
 

系番号 EPSG コード 

1 6669 
 

11 6679 

2 6670 
 

12 6680 

3 6671 
 

13 6681 

4 6672 
 

14 6682 

5 6673 
 

15 6683 

6 6674 
 

16 6684 

7 6675 
 

17 6685 

8 6676 
 

18 6686 

9 6677 
 

19 6687 

10 6678 
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4.1.5. PLATEAU QGIS Plugin(準備) 

「PLATEAU QGIS Plugin」を用いることで、PLATEAU の 3D 都市モデルを可視化することができます。 

QGIS 上で必要な詳細度（LOD）だけをインポートしたり、地物を別々のレイヤに分けたりするなど、扱

いやすい形式で QGIS に取り込むことができます。 

「PLATEAU QGIS Plugin」は QGIS 公式プラグインリポジトリで配布されています。 

なお、プラグインは GitHub でも公開されており（GitHub - Project-PLATEAU/plateau-qgis-plugin: 3D

都市モデルを読み込むための QGIS プラグイン）、アクセスすると表示される README.md に、使い方や

インストール方法などが記載されています。 

① QGIS を起動し、［プラグイン］メニューの［プラグインの管理とインストール］を選択します。 

 

② 「プラグイン」画面の左側タブから［全プラグイン］をクリックします。 

③ 「検索」から「plateau」を入力・検索します。 

④ ［PLATEAU QGIS Plugin］をクリックして選択し、［インストール］をクリックします。 

 

 

⑤ ［プロセシング］メニューから［ツールボックス］をクリックします。 

 

① 

「plateau」を入力します。 

④ 

② ③ 

⑤ 

https://github.com/MIERUNE/plateau-qgis-plugin
https://github.com/MIERUNE/plateau-qgis-plugin
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⑥ プロセシングツールボックスに、「Project PLATEAU」の項目が表示されていれば、インストー

ルが完了しています。 

 

 

【プラグインが追加されていないとき】 

プロセシングツールボックスに［Project PLATEAU］の項目が表示されていないときは、プラグインはイ

ンストールされたけれども無効化されている可能性があります。 

［プラグインのインストールと管理］ウィンドウで［インストール済み］タブを開き、［PLATEAU QGIS 

Plugin］にチェックが付いているかどうかを確認してください。 
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4.1.6. PLATEAU QGIS Plugin（CityGML 形式ファイルのインポート） 

CityGML 形式ファイルをインポートします。 

⑦ ［プロセシング］メニューから［ツールボックス］をクリックします。 

⑧ プロセシングツールボックスの［Project PLATEAU］の配下の［PLATEAU 3D 都市モデルを読

み込む］をダブルクリックして、PLATEAU QGIS Plugin を起動します。 

 
⑨ 「PLATEAU 3D 都市モデルを読み込む」画面上の［PLATEAU CityGML ファイル］から対象の

CityGML ファイル（例：udx/bldg/54363272_bldg_6697_op.gml）を選択します。 

⑩ 選択した GML ファイルに含まれる LOD のうち、どのレベルを読み込むかを選択します。 

ここでは［すべての LOD を読み込む］を選択します。 

（読み込みに時間がかかる場合があります。） 

⑪ 必要に応じてオプション設定を行い、［実行］をクリックします。 

⑫ 実行が終わったら、［閉じる］をクリックしてインポートウィンドウを閉じてください。 

 

⑧ 

⑩ 

⑪ 

⑨ 



89 

⑬ インポートが完了すると、「Building（LoD1）」「Building（LoD2）」……のように、レイヤが生

成されます。 
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4.1.7. PLATEAU QGIS Plugin を活用して、建物や地形を 3 次元表示 

以降は「PLATEAU QGIS Plugin」のインストールが完了したという前提で説明します。 

① 画面上にプロセシングツールボックスが表示されていない場合、メニューバー>[プロセシン

グ]>[ツールボックス]をクリックします。 

② プロセシングツールボックスから「PLATEAU 地形モデルをメッシュとして読み込む」をクリッ

クします。 

③ 「PLATEAU 地形モデルをメッシュとして読み込む」画面が表示されます。 

 

 

① ② 

③ 
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④ 「PLATEAU 地形モデルの CityGML ファイル」の「…」をクリックし、地形の CityGML ファイ

ル（例：udx/dem/543632_dem_6697_05_op.gml）を選択します。 

⑤ ファイルに保存する場合、「出力メッシュファイル[オプション]」の「…」をクリックし、「ファ

イルに保存」を選択して保存するフォルダーとファイル名を指定します。 

※保存しない場合は、一時ファイルとして可視化できます。 

⑥ 読み込みが完了すると「TINRelief」（一時ファイルの場合）がレイヤに追加されます。 

 

④ 

⑤ 

⑥ 
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⑦ 読み込んだ地形（TINRelief）をラスタ形式に変換します。 

プロセシングツールボックスから「メッシュデータをラスタライズ」をクリックします。 

⑧ 「データセットグループ」の「…」をクリックし、「データセットグループの選択」を選択しま

す。 

遷移した画面から「Bed Elevation」（標高）にチェックを入れ、「OK」をクリックします。 

⑨ 「ピクセルサイズ」を指定します。ピクセルサイズを 5m で出力するには、「0.166666」を入力

します。 

⑩ 出力座標系は、「EPSG:6675-JGD2011/Japan Plane Rectangular CS VII」を設定します。 

⑪ ⑧～⑩の設定が完了したら、「実行」をクリックします。 

 

  

⑦ 

⑧ 

⑪ 

⑩ 

⑨ 
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⑫ その他に三次元で閲覧したいデータ（建物や解析結果）などを QGIS に読み込みます。 

⑬ メニューバー>ビュー>[3D マップビュー]>[新規 3D マップビュー]をクリックします。 

⑭ 3D ビューアが起動します。 

初期設定の状態では、地形は 2D で表示されるため、3D で表示する設定を行います。 

 

 

  

⑬ 

⑭ 



94 

⑮ 設定アイコンをクリックし、[設定]を選択します。 

⑯ 3D コンフィグレーション画面の右側にある「型」を「DEM ラスタ」に変更します。 

⑰ DEM ラスタを選択すると「高さ」を指定できるようになるので、ラスタ形式に変換した地形デ

ータ（出力ラスタ）を指定します。選択が完了したら、「OK」をクリックします。 

 

⑮ 

⑯ 

⑰ 
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⑱ QGIS のレイヤで「建物」、「解析結果（日射量・発電量）」、「標高」にチェックを入れると 3D ビ

ューでデータが表示されます。 

 

 

  

⑱ 

左図の表示データ 

〇建物 LOD2 

〇地形データ 

〇日射量の解析結果（土地） 
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4.1.8. 3D マップビューの操作方法（画面構成） 

1. メイン画面：データを表示します。 

2. ツールバー：3D マップビューのツールを選択できます。 

3. 操作パネル：3D 画面の操作ができます。 

 

 

  

1 

2 

3 
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4.1.9. 3D マップビューの操作方法 

1. 視点の移動 

⚫ ボタンを操作して視点を移動できます。 

⚫ マウスの左ボタンを押しながらマウスを動かすと視点を移動できます。 

2. 視点を傾ける 

⚫ ボタンを操作して視点を鉛直方向に回転します。 

⚫ Shift キーを押しながら、マウスを上下に動かすと視点が鉛直方向に回転します。 

3. 拡大・縮小 

⚫ ボタンを操作して 3D メイン画面の拡大・縮小します。 

⚫ マウスホイールで拡大・縮小ができます。 

Ctrl キーを押しながらマウス操作を行うと細かく拡大・縮小ができます。 

4. 視点の向きを変更 

⚫ Ctrl ボタンとマウスの左ボタンを押しながら、マウスを操作するとカメラ位置で向きを変更で

きます。 

⚫ Shift ボタンとマウスの左ボタンを押しながら、マウスを操作すると視点位置で向きを変更でき

ます。 

 

 

 

  

1 
2 

3 
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4.1.10. PLATEAU 3D 都市モデル 地形データについて 

加賀市 3D 都市モデルの地形データ（dem）を確認すると左下図のデータが入っています。 

ファイル名の先頭 6 文字の数字は、第 2 次地域区画（2 次メッシュ）に対応しています。 

2 次メッシュのデータ量が多い場合は「543632_dem_6697_00」、「543632_dem_6697_05」、

「543632_dem_6697_50」、「543632_dem_6697_55」のように分割されたデータが入っています。 

 

4.1.11. 座標確認方法 

背景地図で座標を確認します。 

① 背景地図で識別標高図を表示します。設定方法は「4.1.3 背景地図の追加」と同様です。 

ブラウザ>「XYZ Tiles」を右クリックし、「新規接続」をクリックします。 

② 「XYZ 接続」画面が表示されます。「名前」に接続する地図の名称「色別標高図」を入力します。 

③ 「URL」に以下の値を入力します。 

URL：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png 

地形モデル（分割） 

2 次メッシュ 

3 次メッシュ 

加賀市 3D 都市モデルの地形データ 

2 次・3 次メッシュと地形データ 
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④ 地理院タイル一覧から最小ズームレベルと最大ズームレベルを以下の値に設定します。 

・最小ズームレベル：5 

・最大ズームレベル：15 

⑤ 「OK」をクリックします。設定の完了後、ブラウザパネルの「XYZ Tiles」に標準地図が表示さ

れます。 

⑥ ブラウザパネルに「色別標高図」が追加されます。「色別標高図」をダブルクリックして QGIS

に読み込みます。 

① 

色別標高図 

③ 

② 
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⑦ 色別標高図と解析結果を重ねて表示すると解析した周辺地域の地形を確認することができます。 

④ 

⑤ 

⑥ 

出典：地理院タイル一覧 
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⑦ 

左図の表示データ 

〇色別標高図 

〇日射量の解析結果（土地） 

色別標高値の凡例 

出典：cyberjapandata.gsi.go.jp/legend/attension_relief.html 

https://cyberjapandata.gsi.go.jp/legend/attension_relief.html
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4.2. 出力データの活用 

4.2.1. データの準備 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援」に「05_QGIS」フォルダーを作成します。 

② 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\05_QGIS」に「01_ダウンロード」と 

 「02_加賀市 shp」の 2 つのフォルダーを作成します。 

 

 

 

  

① 

② 
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4.2.2. データの準備【土地利用 3 次メッシュ】 

「土地利用 3 次メッシュ」データと「行政界」データを 

国土交通省 国土数値情報ダウンロードサービスからダウンロードします。 

URL：https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/ 

 

① 検索ボックス検索ボックスに「土地利用 3 次メッシュ」を入力し、検索ボタンをクリックしま

す。 

② 表示された検索結果の 1 番上のリストをクリックします。 

 

 

 

 

  

① 

② 

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
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③ 画面をスクロールし、地図画面から対象のメッシュ（メッシュ番号「5436」）を選択します。 

④ 地図画面の下に選択したメッシュデータがリスト表示されます。最新の年度の日本測地系デー

タをダウンロードします。 

⑤ ダウンロードデータは「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\05_QGIS\ダウンロード」に

「L03-a-16_5436-tky_GML_3 次メッシュ.zip」と名前を付けて保存し、解凍します。 

 

③ 

④ 

⑤ 
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4.2.3. データの準備【行政界】 

① 検索ボックスに「行政界」を入力し、検索ボタンをクリックします。 

② 表示された検索結果の 1 番上のリストをクリックします。 

 

 

 

  

① 

② 
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③ 画面をスクロールし、リストから石川県を選択します。 

④ 地図画面の下に選択したデータがリスト表示されます。最新年度のデータをダウロードします。 

⑤ ダウンロードデータは「C:\カーボンニュートラス施策推進支援\05_QGIS\ダウンロード」に

「N03_20220101_17_GML_石川県.zip」と名前を付けて保存し、解凍します。 

 

 

 

③ 

④ 

⑤ 

スクロールします 

Project PLATEAU 
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4.2.4. CityGML 図郭の作成 

① QGIS を起動します。 

※QGIS の操作については 2023 年 2 月時点（バージョン 3.28）の情報です。 

② QGIS に 3 次メッシュのシェープファイル「L03-a-16_5436-tky.shp」と行政界のシェープファ

イル「N03-22_17_220101.shp」をドラッグアンドドロップで読み込みます。 

③ QGIS に 3 次メッシュと行政界のデータが読み込まれます。 

 

 

 

  

② 

② 

③ 
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(1)  石川県の行政界のデータから加賀市のみの行政界データを作成します。 

① 行政界のレイヤ「N03-22_17_220101」を選択し、右クリックします。 

表示されたメニューから属性テーブルを開きます。 

② 属性テーブルの列名「N03_004」をクリックし、並び替えを行います。 

③ 「N03_004」が「加賀市」の行を選択します。 

 

① 

列名をクリックして

データを並び替え 

② 

加賀市のデータを選択 

③ 
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④ 地図ビューで選択した加賀市が黄色で選択されていることを確認します。 

※選択後、属性テーブルは閉じても問題ありません。 

⑤ 行政界のレイヤ「N03-22_17_220101」を選択し、右クリックします。 

表示されたメニューの「エクスポート>新規ファイルに選択地物を保存」をクリックします。 

 

 

 

  

加賀市が選択される 

④ 

⑤ 
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⑥ 「ベクタレイヤを名前を付けて保存」画面が表示されます。 

形式は、「ESRI Shapefile」を選択します。 

⑦ ファイル名の右横の「…」ボタンをクリックします。 

名前を付けて保存画面で、「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\05_QGIS\02_加賀市.shp」

を開きます。 

ファイル名の右端「…」をクリックして保存場所を選択し、ファイル名に「加賀市_行政界」を

入力します。 

⑧ 座標参照系（CRS）を「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS VII」に設定し、画面下部の OK

をクリックします。 

 

加賀市のみの行政界が作成 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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(2)  3 次メッシュデータを用いて、3D 都市モデルの整備範囲の図郭を作成します。 

① 3 次メッシュのレイヤ「L03-a-16_5436-tky」を選択します。 

② 画面上部のツールバーから「ポリゴンによる地物選択」をクリックします。 

③ 地図ビュー上で加賀市に行政界を囲み、終点で右クリックすると、3 次メッシュが選択されます。 

 

 

 

  

3 次メッシュレイヤを選択 

ポリゴンによる地物選択

をクリック 

行政界を囲む 
囲んだ範囲が選択 

① 

② 

③ 
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④ 3 次メッシュのレイヤ「L03-a-16_5436-tky」を選択し、右クリックします。 

表示されたメニューの「エクスポート>新規ファイルに選択地物を保存」をクリックします。 

⑤ 「ベクタレイヤを名前を付けて保存」画面が表示されます。形式は、「ESRI Shapefile」を選択

します。 

⑥ ファイル名の右横の「…」ボタンをクリックします。 

名前を付けて保存画面で、「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\05_QGIS\02_加賀市.shp」

を開きます。 

ファイル名に「加賀市_3 次メッシュ」を入力し、保存をクリックします。 

⑦ 座標参照系（CRS）を「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS VII」に設定し、画面下部の OK

をクリックします。 

 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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(3)  加賀市の行政界と 3 次メッシュの表示を変更します。 

① 「加賀市_行政界」を選択し、右クリックします。表示されたメニューからプロパティをクリッ

クします。 

② 「レイヤプロパティ」画面で「シンボロジ」を開き、シンプル塗りつぶしを選択します。 

③ 塗りつぶし色のカラーボックス横の「▽」をクリックし、透明な塗りつぶしをクリックします。 

④ ストローク色のカラーボックス横の「▽」をクリックし、見やすい色に変更します。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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(4)  3 次メッシュは、シンボロジとラベルの設定を行います。 

① 「加賀市_3 次メッシュ」を選択し、右クリックします。表示されたメニューからプロパティを

クリックします。 

② 「レイヤプロパティ」画面でシンボロジを開き、シンプル塗りつぶしを選択します。 

③ 塗りつぶし色のカラーボックス横の「▽」をクリックし、透明な塗りつぶしをクリックします。 

④ ストローク色のカラーボックス横の「▽」をクリックし、見やすい色に変更します。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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⑤ 加賀市_3 次メッシュのプロパティで「ラベル」を開き、「単一定義」を選択します。 

⑥ 値を「メッシュ」に設定します。 

⑦ テキストから表示する文字の大きさを任意に変更します。 

⑧ 設定が終了したら、「OK」をクリックします。 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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⑨ 変更が反映され、以下のように表示されます。 

⑩ 地図を拡大するとメッシュ番号がグリッド内に表示されます。 

⑪ XYZ Tiles から地理院タイルを表示することで、地域を確認しながら対応した CityGML を探す

ことができます。 

 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

標準地図を重畳 
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4.2.5. 日射量画像（TIFF 形式）の表示 

解析結果の「data」フォルダー内の「日射量メッシュ番号.tif」の表示を行います。 

ここでは、メッシュ番号が「54363265」の出力結果を使用します。 

① 「日射量 54363265.tif」をドラッグし、QGIS 上にドロップします。 

② レイヤパネルに日射量画像が追加されます。 

 

 

 

  

ドラッグ 

ドロップ 

① 

② 
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③ レイヤパネルの「日射量 54363265」を選択し、右クリックします。表示されたメニューから「レ

イヤの CRS」>「レイヤの CRS を設定」から CRS を「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS 

VII」に設定します。 

④ 座標を設定後、レイヤパネルの「日射量 54363265」を選択し、右クリックします。表示された

メニューから「レイヤの領域にズーム」をクリックします。 

⑤ 「日射量 54363265」のレイヤ領域にズームされます。 

 

 

 

 

  

④ 

⑤ 
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4.2.6. 日射量画像（TIFF 形式）の透過設定 

① レイヤパネルの「日射量 54363265」を選択し、右クリックします。表示されたメニューから「プ

ロパティ」をクリックします。 

② 「レイヤプロパティ」画面が表示されます。 

③ 「透明度」タブを開き、「グローバルな不透明度」のスライダー又はテキストボックスで透明度

を設定します。 

「レイヤのプロパティ」画面下の「適用」をクリックすることで、透明度を確認しながら任意の

透明度に設定可能です。 

 

 

画像全体が透過される 

① 

③ 
② 
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4.2.7. 日射量画像（TIFF 形式）の白背景のみの透過設定 

① 「レイヤプロパティ」画面の「透明度」タブの「カスタム透過オプション」の設定を行います。 

② カスタム透過オプションのカーソルマーク（下図赤枠）をクリックします。クリック後、「レイ

ヤプロパティ」画面が非表示になります。 

③ 地図ビューで日射量画像の白背景部分をクリックします。カスタム透過オプションのリストに

情報が反映されます。 

④ 「OK」又は「適用」をクリックすると白背景のみが透過されて地図ビューに表示されます。 

 

白背景のみが透過される 

① 

② 

③ 
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4.2.8. 建物ごと予測発電量の CSV ファイルの取り込み方法 

QGIS では、緯度経度が記述された CSV ファイルをポイントデータとして読み込むことができます。 

解析結果の「..\シミュレーション結果\建物\建物ごと予測発電量.csv」を QGIS に取り込みます。 

① メニューバー>レイヤ>「レイヤを追加」>「CSV テキストレイヤを追加」をクリックします。 

② 「データソースマネージャ|CSV テキスト」画面が表示されます。以下の設定を行います。 

（設定項目の詳細は次のページ） 

⚫ ファイル名：「..\data\建物ごと予測発電量.csv」を選択します。 

⚫ 文字コード：Shift_JIS を選択します。 

（日本語がある場合は Shift_JIS にしないと文字化けします。） 

⚫ ジオメトリ定義の X 値：CSV の列名「X」を選択します。 

⚫ ジオメトリ定義の Y 値：CSV の列名「Y」を選択します。 

⚫ ジオメトリの CRS：「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS VII」を選択します。 

③ 設定が完了したら「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

① 

② 

③ 
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「データソースマネージャ|CSV テキスト」画面の設定項目の詳細です。 

 

  

「…」ボタンをクリックしてファイルを選択します。 

リストから選択します。 

JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS VII を選択

します。 

ここに、CSV の内容が表示されます。 

設定が完了したら「追

加」をします。 

X を選択します。 

Y を選択します。 
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④ CSV ファイルのデータがレイヤに追加されます。 

※CSV ファイルから追加したデータは保存されていません。この状態で QGIS を終了すると消

えてしまいます。 

⑤ ここで QGIS から離れ、エクスプローラーを開きます。 

「C:\カーボンニュートラル施策推進支援」フォルダー内に「05_GIS データ」フォルダーを作成

します。 

 

  

ポイントデータ（色はランダム） 

QGIS で作業・作成したデー

タを保存するフォルダーを

作成します。 

④ 

⑤ 
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⑥ CSV ファイルから取り込んだデータを保存します。レイヤから「建物ごと予測発電量」を右ク

リックし、エクスポート>「新規ファイルに地物を保存」をクリックします。 

⑦ 「名前を付けてベクタレイヤを保存」画面が表示されます。以下の設定を行います。 

⚫ 形式：ESRI Shapefile 

⚫ ファイル名：「..\05_GIS データ」フォルダーを選択し、任意の名称を入力します。 

⚫ 座標参照系(CRS)：「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS VII」を選択します。 

⚫ 文字コード：Shift_JIS 

⚫ 「保存されたファイルを地図に追加する」にチェックを入れます。 

⚫ 設定が完了したら、「OK」をクリックします。 

 

⑥ 

⑦ 
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⑧ 保存した予測発電量データがレイヤに追加されます。 

⑨ QGIS のデータ表示順は、レイヤの一番上のデータが前面に表示されます。そのため、既に取込

み済みの画像レイヤの上に予測発電量のポイントデータが表示されるように順番を整理します。 

⑩ 拡大すると画像の建物上にポイントが表示されています。QGIS 画面の上部の「地物情報表示」

ボタンをクリックします。 

⑪ 表示したい建物上のポイントをクリックすると、QGIS 画面右下に選択したポイントの予測発電

量が表示されます。 

※予測発電量のポイントデータは、建物の中心の座標のため、建物外形の外に存在する場合があ

ります。データを読み取る際は注意してください。各ポイントの建物 ID は、地物情報表示から

閲覧できます。 

 

一番上のデータが前面に表示されます。 

「地物情報表示」ボタ

ンをクリックします。 

選択した地物の情報が

画面に表示されます。 

⑨ 

⑩ 

⑪ 
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5. 付録 

5.1. システムの設定 

【SolarPotential.ini】 

平面直角座標系や日射量推計、反射シミュレーションの設定は、外部ファイル「SolarPotential.ini」から

変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル\SolarPotential」フォルダ

ーを開きます。 

② 「SolarPotential.ini」をテキストエディタで開きます。 

 

③ 色付き枠内のデータを任意の値に設定できます。（詳細は次ページ参照） 

 

④ 任意の設定が終了後、保存してテキストエディタを閉じます。 

① 

② 
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5.1.1. 設定値の説明 

① 平面直角座標系の設定（赤枠）： 

解析対象地域の平面直角座標系を指定します。国土地理院の WEB ページから対象地域の系番号

を確認できます。 

URL：https:/www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html 

② 入出力ファイルパス設定（青枠）： 

建物 ID ごとの方位角データ CSV ファイルを出力するパスを設定します。 

 

③ 大気透過率(P)の設定（桃色枠）： 

月ごとの大気透過率を設定できます。初期値は国立天文台「理科年表」の値を設定しています。 

 

 

 

TOP 画面からも指定できます 

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html
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④ 反射率(R)の設定（黄緑枠）： 

「Reflectivity」に積雪時以外の反射率を設定できます。 

「ReflectivitySnow」に積雪時の反射率を設定できます。 

⑤ DEM による入射光判定（橙色枠）： 

解析・シミュレーション画面で「DEM データを使用する」にチェックをした際に用いる設定で

す。地形（DEM）データの使用は計算負荷が高いため、山間部等の地形の起伏が大きい地域で

局所的な解析時に、少しでも精度を向上させたい場合に使用してください。解析対象エリアに応

じて、「DemHeight」、「DemDist」のパラメータを調整した上で、使用してください。 

「DemHeight」で DEM を日射到達の判定に使用する標高の下限値を指定します。DEM を使用

し、地形の起伏により周辺地形が影となり日射が遮られる影響を考慮した推計を行います。推計

において DEM を日射到達の判定に利用する処理は、処理負荷が高いため、地形による日射の影

響を受けやすいエリアは、低標高より高標高のエリアとし、絞りこみを行います。この絞り込み

の 1 つとして、屋根高の標高を用います。屋根高が指定標高値以上の建物を地形の起伏のある

山間部として DEM を利用した処理を行います。 

「DemDist」で DEM を日射到達の判定に使用する際に、解析処理対象の建物から指定した範囲

の地形を処理対象とします。推計において DEM を日射到達の判定に利用する処理は、処理負荷

が高いため、DemDist を大きくすると、考慮する地形データ量が増え、処理負荷が高くなりま

す。そのために範囲の絞り込みを行っています。 

令和 4 年度に DemDist を 100m、300m とした場合の精度を評価し、山間部で精度の改善がわ

ずかにありましたが、平野部では精度の変化がありませんでした。この調査を元に初期値は設定

しています。 

⑥ 近隣建物の検索範囲（黄色枠)： 

建物中心からの建物検索範囲を指定します。指定した距離内の建物の影響を考慮して日射量推

計の解析を行います。 
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⑦ 反射シミュレーション（紫枠）： 

反射元の建物中心からの反射先の建物検索範囲を指定します。指定した距離内の建物を反射先

の対象とした反射シミュレーション結果が出力されます。 
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5.2. 優先度ポイント及び優先度の判定基準の設定 

【judge_suitable_place_priority.ini】 

優先度ポイント及び優先度の判定基準は、外部ファイル「judge_suitable_place_priority.ini」から変更で

きます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル\SolarPotential」フォルダ

ーを開きます。 

② 「judge_suitable_place_priority.ini」をテキストエディタで開きます。 

③ [Criterion]（赤枠）で優先度ポイントを設定します。 

④ [Building]（赤枠）や[Hazard]、[Restrict]で建物に付随する条件のポイント設定等を行います。 

⑤ 任意の設定が終了後、保存してテキストエディタを閉じます。 

 

  

ポイントの合算値をしきい値としたランクの基準値

を設定 

優先度合いに応じたマイナス値のポイントを

設定 

③～⑤ 
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5.3. 適地判定色分け画像の色分け設定 

【ColorSetting_JudgeSuitablePlace.txt】 

適地判定色分け画像の色分け設定は、「ColorSetting_JudgeSuitablePlace.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル\SolarPotential」フォルダ

ーを開きます。 

② 「ColorSetting_JudgeSuitablePlace.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「適地判定ランク、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、適地判定画像の色分けが変更されます。 
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5.4. 年間予測発電量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarPower.txt】 

年間予測発電量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarPower.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarPower.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「発電量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、年間予測発電量画像の色分けが変更されます。また、発電量のしきい値は、任意

の値に設定できます。 

 

① ① 

② 

③ 
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5.5. 1 日当たりの予測発電量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarPower_day.txt】 

1 日当たりの予測発電量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarPower_day.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarPower_day.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「発電量しきい値、R、G、B」と記載されています。右下図青枠内に任意の RGB 値を

指定することで、1 日当たりの予測発電量画像の色分けが変更されます。また、発電量のしきい

値は、任意の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 
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5.6. ひと月当たりの予測発電量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarPower_month.txt】 

ひと月当たりの予測発電量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarPower_month.txt」から変更できま

す。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarPower_month.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「発電量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、ひと月当たりの予測発電量画像の色分けが変更されます。また、発電量のしきい

値は、任意の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 
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5.7. 夏至の予測発電量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarPower_summer.txt】 

夏至の予測発電量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarPower_summer.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarPower_summer.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「発電量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、夏至の予測発電量画像の色分けが変更されます。また、発電量のしきい値は、任

意の値に設定できます。 

 

 

① 

② 

③ 
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5.8. 冬至の予測発電量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarPower_winter.txt】 

冬至の予測発電量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarPower_winter.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarPower_winter.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「発電量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、冬至の予測発電量画像の色分けが変更されます。また、発電量のしきい値は、任

意の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 
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5.9. 年間予測日射量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarRad.txt】 

年間予測日射量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarRad.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarRad.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「日射量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、年間予測日射量画像の色分けが変更されます。また、日射量のしきい値は、任意

の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 



138 

5.10. 1 日当たりの予測日射量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarRad_day.txt】 

1 日当たりの予測日射量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarRad_day.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarRad_day.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「日射量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、 1 日当たりの予測日射量画像の色分けが変更されます。また、日射量のしきい値

は、任意の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 
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5.11. ひと月当たりの予測日射量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarRad_month.txt】 

ひと月当たりの予測日射量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarRad_month.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarRad_month.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「日射量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、 ひと月当たりの予測日射量画像の色分けが変更されます。また、日射量のしきい

値は、任意の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 
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5.12. 夏至の予測日射量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarRad_summer.txt】 

夏至の予測日射量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarRad_summer.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarRad_summer.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「日射量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、夏至の予測日射量画像の色分けが変更されます。また、日射量のしきい値は、任

意の値に設定できます。 

 

① 

② 

③ 
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5.13. 冬至の予測日射量画像の色分け設定 

【colorSetting_SolarRad_winter.txt】 

冬至の予測日射量画像の色分け設定は、「colorSetting_SolarRad_winter.txt」から変更できます。 

① 「C:\カーボンニュートラル施策推進支援\01_システム実行ファイル

\SolarPotential\Assets\ColorSettings\Template」フォルダーを開きます。 

② 「colorSetting_SolarRad_winter.txt」をテキストエディタで開きます。 

③ 左から順に「日射量しきい値、R、G、B」と記載されています。下図青枠内に任意の RGB 値を指

定することで、冬至の予測日射量画像の色分けが変更されます。また、日射量のしきい値は、任

意の値に設定できます。 

 

 

 

 

① 

② 

③ 
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